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１．環境経営方針 

 

経営理念 

株式会社中津レンタリースは事業活動を通じて、３つの「信頼」を構築していきます。 

 

一.すべての社員を尊重し、共に考え成⾧する場を構築することで築く「社員との信頼」 

一.すべてのお客様を大切にし、求められる価値・サービスを車を通じて提供することで築

く「お客様との信頼」 

一.家族そして地域の皆様と助け合い、つながりを大事にすることで築く「地域との信頼」 

 

環境経営方針 

株式会社中津レンタリースは、事業活動が地球環境に及ぼす影響を認識し、エコアクション

21 に基づく環境経営目標を達成することで、地域の自然環境に配慮した自然共生型企業を

目指します。 

 

１．環境経営を推進していくため、当社は次の環境課題に取り組みます。 

 

（１）事業活動に伴う環境負荷を数値管理し、地域環境への負荷の低減と汚染の予防に取り

組みます。 

 

（２）脱炭素社会に向けて、環境負荷の少ない商品の調達およびサービス提供に努めます。 

 

（３）環境経営目標および計画を継続的に見直し、持続性のある環境経営の実施に努めます。 

 

（４）環境関連法令を遵守します。 

 

制定日：2022 年 6 月 30 日 

改訂日： 

株式会社中津レンタリース 

代表取締役 武内 啓太朗 

 

 

 

 



4 

 

２．組織・事業の概要 

 

（１）事業所名及び代表者 

  会社名 株式会社中津レンタリース 

  代表者 代表取締役  武内 啓太朗 

  設立  1964 年 6 月 22 日 

  資本金 2,000 万円 

 

（２）所在地 

  本社     〒871-0161 大分県中津市上池永１２５０－８ 

  宇佐営業所  〒879-0456 大分県宇佐市大字辛島８－１ 

  駅前営業所  〒871-0058 大分県中津市豊田町１－５ 

  大分営業所  〒870-0943 大分県大分市大字片島３２１ 

 

（３）環境管理責任者及び担当者 

  環境管理責任者  武内 啓太朗 

  連絡先  電話：0979-22-3464 ＦＡＸ：0979-24-2032  

ｅ-ｍａｉｌ：nrenta3464@mx52.tiki.ne.jp 

 

（４）事業内容 

  自動車賃貸業(レンタカー)、カーリース、中古車販売 

 

（５）事業規模等 

  売上高  199,987 千円(2022/3/31 決算時点) 

  資本金  2,000 万円 

  従業員数 16 人 

   

（６）事業年度 

  4 月～次年 3 月 

 

（７）環境年度 

  7 月～次年 6 月 

 

（８）対象範囲 

  全組織、全活動 
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３．環境経営実施体制 
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４．環境経営目標 

 

環境経営目標の基本方針 
 

株式会社中津レンタリースは事業活動を通じて、次の環境経営目標を設定し取

り組みます。 

 

①電力及び化石燃料の消費量を削減します 

 

②電力及び化石燃料消費による二酸化炭素排出量を削減します 

 

③一般廃棄物の分別、減量、再使用、再生利用を推進します 

 

④水使用量を削減します 

 

⑤ハイブリッド車および EV 車の保有比率を高めます 

 

⑥地域のリサイクル活動や清掃活動を通じて、自然共生に向けた取り組みを行

います 
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５．環境経営計画の実施、取組結果、評価並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

環境経営目標（2022 年～2024 年） 

環境経営目標 年度目標 

 基 準 年 度

(2021 年) 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

１．二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 103,709 102,355 101,321 100,287 

 （１）電気使用量削減(kWh) 27,751 27,473 27,196 26,918 

 （２）ガソリン使用量削減(ℓ) 14,914 14,765 14,616 14,467 

 （３）軽油使用量削減(ℓ) 21,510 21,295 21,080 20,865 

２．廃棄物排出量の削減(kg)     

 紙使用量の削減(kg) ― ― ― ― 

３．水使用量の削減(㎥) 414 410 406 402 

４．エコカー保有台数の増加(台) 10 12 14 17 

５．地域貢献活動の推進(回) 0 3 4 5 

「2020 年度九州電力 調整後排ガス係数 0.479kg-CO2/kWh」 

※紙使用量については、2022 年度の年間実績をもとに算出を行う 

2022 年度の環境経営目標、取組結果、評価(2022 年 7 月～2022 年 9 月) 

環境経営目標 
基準年度 2022 年度 

コメント 
実績 目標 実績 評価 

１．二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 26,493 26,228 29,475 △  

 （１）電気使用量削減(kWh) 7,766 7,688 8,690 △ 基準年比 111% 

 （２）ガソリン使用量削減(ℓ) 3,733 3,696 4,167 △ 基準年比 111% 

 （３）軽油使用量削減(ℓ) 5,470 5,415 6,064 △ 基準年比 110% 

２．廃棄物排出量の削減(kg)      

 紙使用量の削減(kg) ― ― 61 ― 目標数値なし 

３．水使用量の削減(㎥) 101 100 111 △ 基準年比 111% 

４．エコカー保有台数の増加(台) 10 12 14 ◎ 基準年比 116% 

５．地域貢献活動の推進(回) 0 2 1 × 目標対比 50% 

「2020 年度九州電力 調整後排ガス係数 0.479kg-CO2/kWh」 

※達成状況評価：◎100%以上目標達成 〇目標に対して 90～99%  

        △目標に対して 60～89% ×目標に対して 60%以下 
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環境経営計画に対する取組内容および評価 

取組目標 達成手段 取組評価 

電気使用量の削減 

1 エアコン設定温度を決め、実行する △ 

2 不用な照明の消灯 〇 

3 間引き照明を実施する △ 

4 消灯時間の⾧い看板照明を LED 化する 〇 

ガソリン使用量の削減 
1 車のアイドリングを削減する △ 

2 効率的な運転ルートを確保し、エコ運転に努める 〇 

軽油使用量の削減 
1 車のアイドリングを削減する △ 

2 効率的な運転ルートを確保し、エコ運転に努める 〇 

紙使用量の削減 

1 社内資料の裏紙印刷を実施する 〇 

2 両面、集約機能を活用した印刷及びコピーを徹底

する 

〇 

水使用量の削減 
1 効率的な洗車を行い、節水を励行している 〇 

2 ホースに手元バルブを取り付けて流し放しを防ぐ ◎ 

エコカー保有台数の増加 
1 ハイブリッド車の保有台数を増やす ◎ 

2 EV 車の保有台数を増やす × 

地域貢献活動の推進 
1 事務所周りのゴミ拾い、清掃活動を行う 〇 

2 地域のリサイクル活動や清掃活動に参加する 〇 

 

※達成状況評価：◎100%以上目標達成 〇目標に対して 90～99%  

        △目標に対して 60～89% ×目標に対して 60%以下 
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環境経営計画に対する取組内容(2023 年度) 

取組目標 達成手段 担当部署 

電気使用量の削減 

1 エアコン設定温度を決め、実行する(中津) 中津営業所 

2 消灯時間の⾧い看板照明を LED 化する 

(宇佐・大分) 

宇佐・ 

大分営業所 

3 グリーン電力を利用する(駅前) 駅前営業所 

4 不用な照明の消灯(全社) 全社 

ガソリン使用量の削減 
1 車のアイドリングを削減する 全社 

2 効率的な運転ルートを確保し、エコ運転に 

努める 

全社 

軽油使用量の削減 
1 車のアイドリングを削減する 全社 

2 効率的な運転ルートを確保し、エコ運転に 

努める 

全社 

紙使用量の削減 

1 社内資料の裏紙印刷を実施する 全社 

2 両面、集約機能を活用した印刷及びコピーを 

徹底する 

全社 

水使用量の削減 
1 効率的な洗車を行い、節水を励行している 全社 

2 ホースに手元バルブを取り付けて流し放しを 

防ぐ 

全社 

エコカー保有台数の増加 
1 ハイブリッド車の保有台数を増やす 本社 

2 EV 車の保有台数を増やす 本社 

地域貢献活動の推進 
1 事務所周りのゴミ拾い、清掃活動を行う 全営業所 

2 地域のリサイクル活動や清掃活動に参加する 全営業所 
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６．環境関連法規等の遵守評価結果、違反・訴訟の有無 

 

（１）適用環境関連法規等及び遵守評価 

環境法規 該当する対応事項 評価 

廃棄物処理法 一般廃棄物処理の委託管理 〇 

フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易点検 〇 

家電リサイクル法 家電 4 品目の廃棄時の適切な処理 ― 

小型家電リサイクル法 小型家電 28 品目の廃棄時の適切な処理 ― 

自動車リサイクル法 廃車時の適切な処理 ― 

浄化槽法 保守点検、清掃、記録の保管 〇 

 

（２）違反・訴訟 

  環境関連法規への違反や訴訟はありません。苦情もありませんでした。 
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７．目標に対する活動、取組 

      

・エアコン温度設定     ・照明の間引き利用  

 

      

・外灯の LED 化       ・事務所の遮光シート張り 

 

・事務所周りの清掃活動 
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８．代表者による全体の評価と見直し結果 

 

環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント 

１．環境関連法規等の遵

守状況確認結果 

当社に関連する環境関連法規

等の確認を行った 

左記のとおり 

２．環境経営目標の達成

状況 

未達の項目が多くある コロナの影響により、基準年度の活

動が少なかったため、今期の環境負

荷が目標に対して大きく増えてし

まった 

３．環境経営計画の実施

状況 

営業所ごとに取組状況に大き

な差がある 

各営業所の職場環境に合わせた環

境経営計画を作成していく 

４．問題点の是正、予防

の状況 

未達の項目をどのように達成

にしていくのかが課題 

・年度ごとの予算売上に応じた環境

負荷目標を検討していく 

・営業所ごとの環境経営計画を作成

する 

５．外部からの苦情の有

無及び対応結果 

なし なし 

６．環境上の緊急事態の

訓練結果及び対応結果 

机上訓練のみ実施 早期に実地訓練を行う 

 

見
直
し
の
必
要
性
判
断
と 

 

代
表
者
の
指
示
内
容 

①環境経営方針 変更なし 

②環境経営目標 年度ごとの売上に応じた数値目標を検討する 

③環境経営計画 営業所ごとの環境経営計画を作成する 

④実施体制 事務局が退職したため、新たに選任 
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９．代表者による総評 

 

【全体総括】 

会社として方針と行動計画を立て、環境目標達成に向けて試行期間の 3 か月を取り組ん

でいったが、全社員の環境意識の向上に上手く貢献できなかった。要因としては、会社主体

の行動計画となってしまい、社員を巻き込んだ取り組みができていなかったことだと思う。

今回の試行期間を通じて、今後の課題を把握することができたので、来期以降も全社でより

環境に配慮した取り組みを行っていけるよう努めていく。 

また、基準年度の数値実績が、新型コロナウイルス感染症による売上減少に伴い、従来の

数値より大幅に下がっている。そのため、基準年度比で見た各目標数値の達成度がほとんど

達成できていない。今後の数値目標の設定についても検討を行っていく必要があると感じ

る。 

 

【環境経営目標に対する取組結果への評価】 

①電気消費量は基準年比 11％増で目標未達成。環境経営目標が各営業所の実態と合ってい

なかった、取組がうまくできていなかった。今後の対応として、各営業所で取組内容を変え、

実施可能な目標設定によって、取組強化を図っていく。 

②ガソリン使用量は基準年比 11％増で目標未達成。新型コロナウイルス感染症の影響が収

まり、売上が大幅に増加したことにより、変動費となる燃料費が大幅に増加した。今後 HV

化を進め、変動費抑制に取り組んでいく。 

③軽油使用量は基準年比 10％増で目標未達成。上記②と同様。 

④紙使用量は、試行期間内で 61ｋｇ。過去のデータがないため、まずは今期 1 年間の紙使

用量を把握し、削減に向けて取り組んでいく。 

⑤水使用量は基準年比 11%増で目標未達成。売上増加に伴い洗車回数が増加したで、水使

用量が増加した。 

引き続き節水や効率的な洗車に取り組んでいく。 

⑥エコカー保有台数は基準年比 16％増で目標達成。今後も計画的に HV 車の増車計画を行

っていく。 

⑦地域貢献活動は目標に対して達成度 50％。今後は社内定着を図ると共に、新型コロナウ

イルス感染症で開催が少なくなっていた、地域のリサイクル活動や清掃活動にも積極的に

参加して取り組んでいく。 


